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広 報 部12　月　事　務　局　日　誌

ベースアップ評価料の届け出をやってみた

新年あけましておめでとうございます。
　さて個人的に昨年1年を振り返りますと，まず正月に能登半島地震が起こり，寒い中
石川県に派遣されて行ったことから始まりました。診療所からのJ-MATは私のチーム
のみで，還暦を過ぎ私が行くのはもうこれで最後かなとも思います。記憶では雪の中を
歩いたことが思い出されます。5月1日に親友が突然死し，6月は診療報酬の改定にて
生活習慣病管理料を書きまくりました。8月に父が死去し，10月の衆議院選では1区の
応援をしましたが残念な結果に。予測できないことが起こった1年でした。
　今年は巳年。巳年は再生，復活，柔軟とのことです。予測できるのは7月に参議院選，
医師会より組織内候補として「かまやちさとし」先生がどのくらいの票をとるかでまた
診療報酬改定が変わるのかなと心配しております。かかりつけ医機能報告も4月から
スタートします。夏までには自治体から説明があり，秋から都道府県に報告が始まり
冬には集計と報告が行われる予定です。1号機能，2号機能報告をちらっと見といてください。
コロナ禍で傷ついた医療機関の再生，復活を望みたいことです。

　さて私の最近の出来事ですがベースアップ評価料加算の届け出をしました。大分県の
無床診療所の届け出は約3割とのことでしたが，私の周囲の友人3人に聞くと3人とも既に
加算していたとのことで，私も負けじと届け出をしました。日医からも再三催促されて
いましたがなんとなくしていなかったのです。意を決し12月5日提出を終え12月16日に
受理されました。まずパソコンで「ベースアップ加算」と打ち込み，厚生労働省の
「ベースアップ評価料の届け出」をクリック，友人の指示通り評価料の2には目もくれず
1のみを記入しました。総時間は3時間とやはり事務処理能力はないと自覚しましたが，
あとで見返せば大したことはなかったのかなと感じます。2月には県医師会にてやり方の
講演がありますのでよければ参加してみてください。
　私の今年の目標は柔軟に電子カルテの導入を行いたいと思います。見積もりを出し
ましたがすごく高い値段でびっくりでしたがうまくいくか？国では安価な電子カルテを
作成中とのことですが勢いで今年中にやってしまおうと思います。
　それでは本年も皆様のご健勝とご多幸をお祈りいたします。

 （編集委員　谷村　秀行）
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　先日，熊本を訪れた際，老舗の朝鮮飴専門店に立ち寄る機会があった。朝鮮飴は

子供の頃に駄菓子屋に売っていた記憶があったので懐かしさもあって買ってみた。

片栗粉をまぶした柔らかい飴で，甘みは強くなくむしろ素朴な味わいであった。駄菓子屋

ではお小遣いのあまったお金で時々買うという程度で，積極的に好きではなかったが，

いつの間にか当時の駄菓子屋からも消えてしまっていた。ところでその熊本の老舗の

店内は落ち着いた雰囲気で，歴史を感じさせる佇まいであった。飴の資料を見ると

その店の朝鮮飴は，自分が子供の頃に駄菓子屋で買っていた飴とよく似ていたが，実際には

駄菓子として販売されたことはないという。むしろ，その歴史は非常に高貴なもので，

元々はお殿様への献上品として作られていたとのことだった。その上品な甘さと，

もちっとした食感は，庶民の楽しみである駄菓子とは一線を画すものだったのだが，

その店では間もなく店舗での販売を終了し，ネット通販専用に転換するそうだ。時代の流れ

とともに店舗運営が難しくなってきたことが背景にあるそうだが，朝鮮飴そのものが

もう消えてしまうのではないかという思いを抱いてしまった。

　駄菓子屋で買っていた素朴な飴の記憶と，お殿様の献上品としての朝鮮飴。その味が

長い時を経て，融合し，変遷して，そしてしだいに消えつつあるように感じた。

　ところで，今日の駄菓子はバリエーションが増え，子どもたちが目を輝かせながら

お菓子を選ぶ姿を見ると，心が癒される思いがする。しかし，その一方で同じ世代の

子どもたちの中には，その日の食事も満足にとれない子どもがいるという現実がある。

しかも，それが遠い外国の話ではなく，同じ日本の，同じ学校の中でも起こっていると

考えると，暗澹たる気持ちになる。

　そんな中，最近では子ども食堂という形でそのような子どもたちを支援する動きが

広がっている。行政も補助金などを出して協力しているが，運営主体はNPOやボランティア

であり，クラウドファンディングや寄付金を受け付けている。私もその活動に協力している

一人だ。せめて少しでも子どもたちに笑顔を届けたいという思いで続けているが，

一方でこうした支援活動は本来，行政がすべてを担うべきことであり，民間が主体となる

ことが行政の怠慢を助長するのではないかという意見もある。しかし，現状で支援を

待つ子どもたちがいる以上，何もしない選択はない。

　駄菓子屋の前で笑顔を浮かべる子どもたちと，日々の食事にも困る子どもたち。

その二つの現実を前に，できることを少しずつ続けていく。それが，かつて駄菓子を

楽しんでいた子どもだった自分が今できることなのだと思う。それが，未来に向けた

小さな希望につながると信じたい。

 （副編集委員長　吉賀　攝）
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　大分市医師会や県医師会では九州各県持ち回りの協議会が土曜日の夕方から日曜日に
かけて定期的に開催されます。診療が多忙だった頃は朝から休診することができず，
午前の診療を早々に終え，おにぎりを片手に高速道をドライブして会場にかけつけて
いました。覆面パトカーにもお世話になりました。最近は診療時間を気にせずにゆっくり
出発することができるようになり，下道をドライブしながら，道々の古い街並み，
田畑や樹林を楽しんでいます。今夏は熊本へ幾度か出張しましたが，真紅の花をつけた
夾竹桃や百日紅，立派な実をつけたトウモロコシ畑が酷暑の中で陽炎のように目に
とまりました。
　私は草花や花木が好きで，花木ではハナミズキが大好きです。クリニック駐車場に
10本ほどのハナミズキを植栽し，ハナミズキをデザインしたシンボルマークを印刷した
診察券や封筒を使ってきました。最近では街路樹にもハナミズキをみかけるように
なりましたが，4月初旬に開花し，白と淡いピンクの二種類の総苞片がありますが，
その後に新葉が芽吹いてきます。まさにウメ・ソメイヨシノ・モクレンと同じで，
花が先で，その後に葉芽が芽吹いてくるのです。毎春のハナミズキの開花を楽しみながら
一年が過ぎたことを実感していましたが，いつのまにか長い年月が過ぎていました。
　ハナミズキとの出会いは，若かった頃の米国留学先のボルチモア市街でした。大分では
経験したことのない厳しい冬がやっと終わる頃，通勤途中に純白の花をつけた街路樹に
気づき，なぜか懐かしい感情とともに，こころ動かされました。花木の名前が分からず，
ラボの実験を手伝ってくれていたカレンに聞いたところ，後日その真っ白な花を一輪
もってきてくれてDogwoodと教えてくれました。それからハナミズキの虜になりました。
　約110年前に日米親善の証としてサクラが米国へわたり，その返礼としてDogwoodが
日本へわたってきました。もともと日本にも日本固有種のヤマボウシがありますが，
米国のDogwoodは高さが4 ～ 5mと大きな花木です。そういえばワシントンDCの
ポトマック河畔の東京荒川堤生まれのサクラも大きく，薄紅の花吹雪の桜並木は
素晴らしい眺めでした。われわれがサクラに抱く愛着と同じように，米国の人々も
ハナミズキへ同じような感情を抱いていると思います。キリストの十字架がハナミズキで
つくられたという説も関係するのかもしれません。
　来春，熊本への道すがらカレンな花をつけたハナミズキをみかけることができればと
楽しみにしています。

 （副会長　石和　俊）

あ と が き
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　今年の7月初旬からの酷暑は例年にないものでした。日本の緯度が6度から7度，南に
ずれたのではないかと感じるほどの海水温度と猛暑日が続き，炎天下の中で新型コロナ
ウイルスも再度のピークを迎え，薬剤の欠品は相継ぎ，ひどい夏となりました。8月下旬には
台風10号が強い勢力を維持したままゆっくりと九州を縦断しました。皆様は如何お過ごし
でしょうか。
　さて私事ですが，あと半年もすると私も古希を迎えます。孔子は論語為政の中で
「七十にして心の欲する所に従へども，矩

のり
を踰

こ
えず」と説いています。この度，心の欲する

所に従いて防音室をこしらえ，新しいターンテーブルを購入しました。お蔵入りしていた
クラシックやジャズのレコードにもう一度日の目を当てようと，大学生になり立ての
19歳の頃手にした50枚程度のLPレコード復活に向けて行動を起こしました。そしてこの夏，
最も私の心を慰めてくれたのは，メンデルスゾーンが1844年今から180年前に作曲した
バイオリン協奏曲ホ短調Op.64です。曲は3楽章からなり，それぞれ3つの主題で構成
されており，ホ短調は途中ト長調に転調することで変化と調和を繰り返し，主題を表現して
います。聴き入っていると，心に涼やかな風が吹き込んでくるのです。夢を一杯胸の内に
ためて上京したあの頃集めたLPレコードが50年の時を経て，こんな感じで今の自分の
心を癒やしてくれるとは思ってもいませんでした。大分市の膳所先生夫妻，佐伯市の
池田先生夫妻と8年前にウィーンを訪れたとき，偶然にもこの曲を，楽士会館で，それも
日本の佐渡裕さんの指揮で生演奏を聴かせていただき，至福の時間を過ごしました。
今ここでレコードを聴いていると，少し針先に雑音を拾う音の響きがなんとも人間らしく
心地よく感じられ，マニアには合成録音されたピュアな音源のデジタルより人気があるのも
よく分かります。10月には別府のホテルニューツルタで中古のLPレコードの展示即売会が
開かれるそうなので，是非足を運んでクラシックやジャズのレコードを買い集めたいと
考えています。
　FRBパウエル議長が利下げをほのめかしアメリカの株価が上昇し，日銀の植田総裁は
利上げの方向を打ち出し円安は落ち着かず，ロシアはウクライナへの爆撃を強化し，
ウクライナはロシア領土への攻撃を始め，イスラエルはハマスに対して攻撃を繰り返し，
ブリンケンの和平調停も空回りし，東南海地震は近いらしく，台風は大型化しています。
明るい話題が何一つない今だからこそ，皆様も是非この曲を聴いて，暑かった今年の夏に
別れを告げ，涼やかな秋風を心に送り込んで下さい。
　いや，いらぬお世話でしたね。ごめんなさい。
 （編集委員　後藤　正幸）

あ と が き
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　梅雨も明け，本格的な夏を迎えましたが，皆様いかがお過ごしでしょうか。
　さて，私自身事業を承継し，日々手探りの中で多くの人の力を借り何とか事業を運営して
おりますが，病院等を経営するうえで，労務・法務・経理をおさえていく必要があると
痛感しています。労務は社会保険労務士に，法務は弁護士に，経理は税理士など，
様々な職種の方にアドバイスをいただきながら運営しておりますが，日々の診療を行いながら
運営に関する専門的な知識を学習する機会には時間的，金銭的にも制限があります。
　その中で，大分県医師会会員福祉担当では，令和6年5月22日より大分県医師会ホーム
ページ内の会員ログインページにて，株式会社リスクマネジメント・ラボラトリーによる
カフェテリア動画サイトを開設いたしました。株式会社リスクマネジメント・ラボラトリーは，
医療経営支援やリスク対策，資産形成，資金効率化サポート等を行っている会社で，
令和2年10月から大分県医師会と提携しています。カフェテリア動画サイトの内容と
しましては，医師会情報（大分県医師会からのお知らせ等）や医療機関経営情報（税務や
人事労務，事業承継・相続対策等），QOL情報（ライフプランや資産運用・管理等）と
なります。令和6年7月現在，全国の医師会5団体・医師協同組合18団体と提携し導入
している状況となっています。
　これまでに大分県医師会ホームページ内に現在までに公開している動画は下記の内容に
なり，内容は順次更新されております。

　・診療報酬の改定に係る専門家による解説動画
　・医療法人化のメリット
　・就業規則の必要性（年次有給休暇）
　・旧NISA口座の出口戦略
　・生命保険の相続税対策①非課税枠の活用
　・相続税還付の仕組みとは
　・損害保険のご相談窓口のご紹介
　・土地評価の減額事例
　・相続税の基本①②

　またカフェテリア動画サイトでは，様々な分野の専門情報にサイト上でアクセスでき，
オンデマンド視聴・倍速再生が可能で，質問や個別相談の対応も行っています。
　最後に，日本医師会　松本吉郎会長が目標に掲げている医師会の組織力強化に向けて
医師会に入会するメリットとして，医師賠償責任保険・医師年金・ホテル特別割引などが
ありますが，このカフェテリア動画サイトもメリットの一つと考えていますので，ぜひ
ご活用いただければと思います。
 （編集委員　帆秋　伸彦）
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　雨降りの日が続きます，皆様いかがお過ごしでしょうか？
　日本医師会，大分県医師会ともに代議員会も終わり，新たな体制で今後2年間を臨みます。
　大分県医師会は河野会長体制になり2期目を迎えました。執行部のメンバーはあまり
変わりありませんが，新副会長に大分市医師会より石和先生を迎えました。これまでの
河野会長体制2年間は勤務医部会，警察医部会の発足，国会議員，県会議員との交流，
また大分大学とのより強固な関係構築，会議のペーパーレス化，職員の給与体系の
見直し等々様々な新たな活動をいたしました。また能登半島の震災にはJ-MATの派遣も
思い返します。これからの2年間もよろしくお願い致します。
　日本医師会は同じく松本会長体制の2期目を迎えます。大きくは組織の強化の目的で
研修医の会費を無料化したことでしょうか。そして診療報酬改定を今年終えました。
評価はどうだったでしょうか？

　私はと言うと今回の診療報酬改定で，特定疾患療養管理料の対象疾患から生活習慣病を
除外し，療養計画書への同意や診療ガイドラインを記入する生活習慣病管理料2への
移行に辟易しています。内科の外来でない診療科の先生はピンとこないと思いますが，
これは苦行でした。まず療養計画書の説明を行います。多くの患者になぜこれまでに
なかった書類が必要なのかを説明するのも時間がかかります。そして内容とこれからの
目標を書き込むのです。最後にこの同意書にサインを必要とします。
　「誰の差し金か？」　　　　　　　　　　　　財○省やけど言えません
　「紙の無駄やないんか？」　　　　　　　　　確かに
　「待ち時間が増えたやろ」　　　　　　　　　すいません
　「先生大変やろ，体に気をつけてな」　　　　こっちからいう言葉
　「これは紅麹の問題からできたんやろ？」　　違うけど
様々なご意見が出ましたがひとつ思いもよらなかったことがあります。
それは皆やさしくすんなりとご署名を頂けたことでした。

 （編集委員　谷村　秀行）
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　当職が県医師会の役員として責務を果たしてきて，早や，２年が経った。門外漢から
当事者となっての２年間の雑感を述べさせていただきたい。
　まず，制度上の観点から日本医師会組織全体の３層構造が改めて，地域・大学医師会，
県医師会，日本医師会本部のそれぞれの位置づけ・役割・会員の意思決定の手順が
徐々に把握できた。
　県医師会内部では，常任担当理事・議長副議長・監事がそれぞれの分野のエキスパート
として鋭く，綿密，かつ考え深く取り組まれて会が滞りなく運営されていること，各地域
等代表の理事の方々からの地域特性に基づいた視点からの提言・発議も浅学な筆者には
感じ入ることが多々あった。
　また，九州医師会連合会に数多く参加し，運営にも携わったことは，国民医療の実態と
今後の在り方の大きな問題点を身を持って受け止めることができた。その中で，医政の
果たす責任とそのパワーポイントのありかがどこにあるかを絶えず全役員・会員で探し
続けることが，今後の日本全体の医師会の行く末を左右することは間違いないと確信
できた。
　一方で，定例の県医師会の会議や業務を果たしていく中で，各理事の見事な個性と
役員業務をこなすうえでの人となりの“幅の広さ”を感じることができたことは望外の
幸せであった。机を並べる内田副会長からは，何となくの上から目線を感じつつも
気優しく“植山先生は脳みそが筋肉でできているから”といつも暖かくいじられて，
自虐的に楽しい時間が過ごせた。また，医師会事務局職員の方々全員には言葉に尽くせない
ほどお世話をお掛けした。この場を借りてお礼申し上げたい。
　最後に河野幸治会長の全体をまとめる指導力・配慮，ならびに“最後の責任は自分が
とるから”と言われた度胸と人の大きさには，感動とともにご指導には感謝しきれない。
蛇足となるが，今後は３層構造の医師会同士の連絡・連携に尽力することが筆者の
使命と感じている。
 （副会長　植山　茂宏）

令和6年5月記
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あみだくじ

　子供の頃，駄菓子屋には「あみだくじ」があった。それは30センチほどの糸の先に
飴や景品を結びつけ束ねており，その束ねた糸を一本引くことでその糸に付いた景品が
もらえるというくじだ。何に繋がっているかわからない糸を引いて景品を得ようとする
子供心をくすぐるくじだった。
　景品の大きなチョコレート菓子等をねらって引くのだがいつもハズレの飴しか当たら
なかった。ある日，私の通っていた駄菓子屋のあみだくじが，当たると普段の小遣い
ではとても買えないような豪華景品と引き換えられるタグにアップグレードしていた。
それは子供の射幸心をくすぐり，私は豪華景品を何とか手に入れようと一回10円ほどの
投資で何度もチャレンジするのだった。もちろん何度引いてもハズレの飴しか当たら
なかった。
　ある日のことだ，店のおばちゃんが目を離した隙にちょっとした出来心でズルを
してしまった。景品の方を逆に引っ張って当たりの付いた糸を確認し，それを引くことで
当たりを手にする方法だ。ところがである，当たりの付いた糸をいくら逆に引っ張っても
びくともしないのだ。そもそもくじの束には当たりくじなど入っていなかった。
　私はそのような仕掛けに憤りを感じるより，世の中そういうものだと納得し，飴を
なめつつ軽く舌打ちするようなひねくれた少年だった。豪華な景品に釣られて，結局
ハズレくじを引き続けるという経験をそれまでに何度も繰り返していたからだ。
　そういうひねくれた少年であったためか，最近の医療情勢にも冷ややかな目で見て
しまうひねくれたオッサンになってしまった。感染症対策や医療DX化に誘導する各種
報酬体系は，いかにも素晴らしい施策に見えるのだが，実際には算定要件というハードルを
高くしている。さらに期間限定の経過措置で取り込んで，期間が終われば逃げ場を
無くすような制度設計が多くなっている。当たりくじがあると思って引いていたら
そもそも当たりはなかったという経験を積んでしまった自分には見えてしまうのだ。
以前から診療報酬には「ハシゴ外し」という手法が多用されてきたが，今回の改定は
根底に，今までとは異質の飴と鞭という構図が感じられてならない。でもあの時の
少年のように心の中で舌打ちしか出来ない今日この頃である。
 （副編集委員長　吉賀　攝）
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　宮崎県（県の福祉保健部感染症対策課）が「キャッチアップ接種バージョン残り期限
わずか！HPVワクチンを接種しよう！」と2023ʼ11月28日にYouTube動画をアップしました。
　宮崎県は子宮頸がん罹患率が日本ワースト1位という事で，キャッチアップ世代に向けて
アピールしていました。
　キャッチアップの接種の対象はH9年度生まれ～H18年度生まれ（1997年～2007年）の
女性，R5年4月からはH18年度生まれ，またH19年度生まれの方も通常の接種対象の年令
（小6～高2）を超えてもR7年3月末までの接種ができます。
　子宮頸がんは，HPVワクチン接種と検診によって予防できるがんですが，日本では
HPVワクチン・検診ともに十分に実施されておらず，罹患率，死亡率ともに増加していて
年間約1万1000例の女性ががんと診断され約3000人が死亡しています。（先進国で
もっとも高い罹患率，死亡率です）
　背景としては，2013年～ 2021年の政府による積極的勧奨の控えがあり本格的に再開
されたのが2022年からであることにあります。
　2022年よりHPVワクチンの接種勧奨が再開されましたが，接種率は十分に回復して
いません。
　定期接種（小6～高2）も，キャッチアップ接種率も低迷しています。
　欧米諸国ではHPVワクチン開発後7～ 8年で高い感染予防効果が確認され男子に接種
（オーストリア）もすすめられています。
　産婦人科医会も，政府による積極的勧奨が控られていた期間も「救える命を救う会」
などを通し，HPVワクチン接種をすすめる活動を行い，アピールもしてきました。
　私自身も，HPVワクチンが開発され，「がんが予防できる！」と喜び，性教育の場でも，
臨床の場でも，相談を受ければ「もちろん，推奨します。お友達にもすすめてね！」
とアピールしてきました。
　せっかく再開されても，がん検診やワクチン接種率は中々あがりません。
　行政もただ個人に通知を出すだけでなく本格的な接種率アップの施策をと考えます。
　協働していきたいと思います。
� （編集委員長　貞永　明美）
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